
　
編
集
後
記

　

本
学
の
学
科
再
編
に
伴
っ
て
、「
野
州
国
文
学
」

「
栃
木
史
学
」「
国
学
院
商
学
」
の
三
誌
を
統
合
す

る
か
た
ち
で
「
日
本
文
化
研
究
」
は
発
刊
さ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
た
び
節
目
と
な
る
第
十
号
を
ど
う
に
か
世
に

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

諸
氏
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

令
和
八
年
度
以
降
の
学
生
募
集
を
停
止
し
た
本

学
に
と
っ
て
、
本
誌
も
次
号
が
最
終
号
と
な
る
。

本
学
の
教
育
・
研
究
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く

か
、
編
集
を
担
当
す
る
者
と
し
て
は
、
や
は
り
本

誌
が
そ
の
受
け
皿
の
ひ
と
つ
に
な
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
号
で
は
卒
業
生
二
名

の
論
文
を
掲
載
す
る
に
至
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
発
展

途
上
で
は
あ
る
が
、
皆
様
か
ら
の
ご
批
評
や
ご
指

導
を
仰
げ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
終
号
も
こ
れ
ま
で
通
り
、
皆
様
方
か
ら
の

温
か
い
ご
協
力
と
多
く
の
ご
寄
稿
を
お
願
い
し

た
い
。�
（
津
島
）

　
執
筆
者

岩
渕
真
未　
　

本
学
講
師

塚
越
義
幸　
　

本
学
教
授
・
博
士
（
文
学
）

津
島
昭
宏　
　

本
学
教
授
・
博
士
（
文
学
）

堤　

康
夫　
　

本
学
兼
任
講
師
・
博
士
（
文
学
）

内
藤
浩
誉　
　

本
学
兼
任
講
師
・
博
士
（
文
学
）

吉
永
優
真　
　

本
学
兼
任
講
師

中
西
洋
子　
　

本
学
元
兼
任
講
師

中
村
幸
弘　
　

本
学
元
学
長
・
國
學
院
大
學
名

　
　
　
　
　
　
　

誉
教
授
・
博
士
（
文
学
）

三
浦
さ
つ
き　
　

本
学
講
師

飯
島
菜
南
子　
　

本
学
第
五
十
八
期
生

清
水
瑛
理
香　
　

本
学
第
五
十
八
期
生

　
編
集
委
員

津
島
昭
宏　

本
学
教
授

田
村
浩
一　

本
学
教
授

中　

大
輔　

本
学
准
教
授

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

　
日
本
文
化
研
究
　
　
第
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発
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令
和
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十
一
日
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発　
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日
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